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「
望
洋
荘
」
を
開
設
し
て
、
も
う
す
ぐ
五
年
目
を
迎
え
よ
う
と
す
る
と
き
、
入

居
者
も
落
着
き
を
み
せ
て
い
る
な
か
、
今
回
、
当
施
設
二
人
目
の
目
出
度
い
百
歳

の
賀
寿
を
、
明
治
四
十
年
十
一
月
二
十
四
日
生
ま
れ
の
本
導
マ
サ
ヨ
様
が
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一
昨
年
の
平
成
一
七
年
五
月
一
日
に
最

初
の
百
歳
の
賀
寿
を
山
際
様
迎
え
ら
れ
、
祝
賀
の
宴
を
家
族
や
入
居
者
様
と
と
も

に
行
わ
れ
た
こ
と
が
、
つ
い
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
特
に
昨
年
の
十

一
月
に
は
入
居
さ
れ
て
い
た
川
角
、
大
橋
様
の
お
二
方
が
百
寿
を
目
前
に
し
て
他

界
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
度
の
慶
事
は
ま
た
と
な
い
行
事
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
百
二
歳
と
な
ら
れ
た
山
際
様
と
と
も
に
本
導
様
が
日
本
一
の
長
寿
者
に
な

ら
れ
ん
事
を
祈
念
し
た
い
も
の
で
す
。 

 

本
導
マ
サ
ヨ
様
は
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
と
激
動
の
時
代
に
、
お
二
人
の

子
供
さ
ん
を
育
て
ら
れ
黙
々
と
生
き
抜
い
て
き
ま
し
た
。
小
柄
な
な
か
に
小
太
り

し
た
柔
和
な
童
女
の
よ
う
な
笑
顔
が
印
象
的
で
す
。
お
孫
様
も
三
人
お
ら
れ
ま
す
。 

百
歳
の
誕
生
日
に
設
定
さ
れ
た
当
日
の
賀
寿
贈
呈
式
は
、
ご
家
族
の
意
向
に
沿

い
ま
し
て
「
望
洋
荘
豊
間
ユ
ニ
ッ
ト
」
の
広
間
で
開
催
し
ま
し
た
。

式
に
は
本
導
家
の
皆
様
と
入
居
者
、
職
員
が
出
席
。
式
典
で
は
県
、

市
な
ど
か
ら
記
念
品
、
祝
い
金
が
贈
ら
れ
、
ご
家
族
、
職
員
か
ら
は

花
束
贈
呈
な
ど
あ
り
、
マ
サ
ヨ
様
の
長
い
人
生
で
培
っ
た
ほ
の
ぼ
の

と
し
た
暖
か
い
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
る
式
で
し
た
。
そ
の
後
、
祝
宴

の
会
食
パ
ー
テ
ィ
に
て
、
本
導
様
の
入
所
時
か
ら
の
今
ま
で
の
ス
ナ

ッ
プ
を
ビ
デ
オ
に
作
製
し
て
放
映
し
た
り
し
ま
し
た
。 

 

平
成
二
十
年
に
向
か
っ
て
、
今
年
お
二
人
の
百
二
歳
、
百
歳
の
長

寿
者
を
抱
え
た
こ
と
は
、
入
居
者
さ
ま
の
よ
き
先
達
に
も
な
り
、
私

た
ち
職
員
の
励
み
に
な
る
と
共
に
、
当
施
設
の
誇
り
で
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
職
員
一
同
今
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
気
配
り
を
お
願
い
し
ま

す
。 
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十
一
月
二
四
日
（
土
）
豊
間
ユ
ニ
ッ
ト
に
入
居
し
て
お
り

ま
す
、
本
導
マ
サ
ヨ
様
が
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。
福
島
県
及
び
、
い
わ
き
市
の
職
員
さ
ん
が
来
荘
さ
れ
、

賀
状
や
記
念
品
の
授
与
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

式
典
終
了
後
、
ご
家
族
様
や
豊
間
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
居
者
の

皆
様
に
囲
ま
れ
て
の
祝
宴
パ
ー
テ
ィ
へ
移
り
、
皆
様
か
ら
祝

福
の
言
葉
が
送
ら
れ
た
り
、
ケ
ー
キ
を
食
べ
な
が
ら
想
い
出

話
を
す
る
等
々
、
楽
し
く
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

                   

   
 

                    

十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）
望
洋
荘
正
面
玄
関
前
で
芋
煮

会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
、
青
空
の

下
、
豚
汁
や
お
刺
身
な
ど
沢
山
の
ご
馳
走
に
入
居
者
の
皆
様

ご
満
悦
で
し
た
。
特
に
家
族
会
よ
り
差
入
れ
戴
い
た｢

マ
グ
ロ

の
お
刺
身｣

は
大
変
お
い
し
い
と
好
評
で
し
た
。
ま
た
、
ご
家

族
の
皆
様
に
も
多
く
の
参
加
を
頂
き
、
入
居
者
の
皆
様
も
嬉

し
そ
う
で
し
た
。
ご
家
族
の
皆
様
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

   

十
一
月
二
八
日
（
水
）
豊
間
・
永
崎
ユ
ニ
ッ
ト
入
居
者
様

六
名
、
ご
家
族
様
三
名
で
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
に
出
掛
け
ま
し
た
。

フ
ラ
ダ
ン
ス
や
展
示
さ
れ
て
い
る
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
と
炭
鉱
の

歴
史
な
ど
を
見
学
し
た
り
、
舞
台
に
上
が
り
フ
ラ
ダ
ン
ス
を

踊
っ
た
り
、
ジ
ュ
ー
ス
や
ア
イ
ス
な
ど
食
べ
た
り
、
売
店
で

買
い
物
を
し
た
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
色
々
な
楽
し
み
方
に
満
喫

さ
れ
た
様
で
す
。
入
居
者
様
か
ら
「
ま
た
来
た
い
ね
」
と
意

見
も
あ
り
、
今
後
も
続
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

                   

「
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
豊
間
ユ
ニ
ッ
ト 

「
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
」
豊
間
・
永
崎
ユ
ニ
ッ
ト 

「
芋
煮
会
」
全
ユ
ニ
ッ
ト
合
同 
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理
事
長
が
医
院
開
業
よ
り
三
十
年
間
、
年
二
回
患
者
さ

ん
等
に
宛
て
た
『
暑
中
見
舞
葉
書
（
一
口
健
康
メ
モ
）』
と

『
年
賀
葉
書
（
現
代
の
養
生
訓
）
』
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。 

  

昭
和
五
九
年 

年
賀 

正
し
い
食
事
の
取
り
方
一
〇
ヶ
条 

① 

腹
八
分
目
、
と
も
か
く
食
べ
す
ぎ
な
い
こ
と
。 

② 

副
食
か
ら
先
に
食
べ
る
習
慣
。 

③ 

規
則
正
し
い
食
生
活
。 

④ 

う
す
味
に
な
れ
る
。 

⑤ 

偏
食
は
だ
め
。 

⑥ 

外
食
も
計
算
に
入
れ
る
。 

⑦ 

間
食
、
ア
ル
コ
ー
ル
も
総
カ
ロ
リ
ー
の
う
ち
。 

⑧ 

野
菜
類
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
。 

⑨ 

他
人
の
食
事
談
に
は
耳
を
か
す
な
。 

⑩ 

糖
尿
病
食
は
健
康
長
寿
食
。 

  

平
成
六
年 

年
賀 

家
庭
医
を
利
用
し
ま
し
ょ
う 

家
庭
医
と
は
、
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
か
ら
孫

に
至
る
ま
で
家
族
全
員
の
継
続
的
な
健
康
管
理
が
で
き

る
医
師
の
こ
と
で
す
。
も
し
も
病
気
に
な
っ
た
ら
適
切

な
指
示
、
処
置
の
実
施
、
と
き
に
は
専
門
医
療
機
関
へ

の
紹
介
を
行
な
え
る
総
合
診
断
医
で
あ
る
こ
と
で
す
。 

―
良
き
家
庭
医
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
ー 

   

平
成
十
五
年 

年
賀  

医(

臨
床
医
学)

は
科
学
に
基
礎
を
置
い
た 

ア
ー
ト(

優
し
い
心
を
持
っ
た
技
術) 

医
学
者
オ
ス
ラ
ー
は｢

医
学
・
医
療
は
患
者
と
と
も
に

始
ま
り
、
患
者
と
と
も
に
あ
り
、
患
者
と
と
も
に
終
わ

る｣

と
述
べ
て
い
ま
す
。 

医
師
は
患
者
を
診
る
こ
と
で
、
患
者
か
ら
病
気
や
治

療
の
方
法
を
教
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
当
医
院
も
ホ

ー
ム
ド
ク
タ
ー
と
し
て
、
患
者
さ
ん
と
と
も
に
悩
み
を

解
決
し
、
患
者
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
診
療
所
と
な
れ
る

よ
う
、
職
員
一
同
優
し
い
心
で
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。 

    

昭
和
六
一
年 
年
賀 

便
秘
を
治
す
八
ヶ
条 

 

―
大
腸
が
ん
予
防
の
た
め
に
― 

① 

便
意
感
じ
る
様
に
必
ず
朝
食
を
。 

② 

野
菜
、
イ
モ
、
豆
等
食
物
繊
維
の
摂
取
。 

③ 

腹
筋
運
動
を
朝
、
夕
に
。 

④ 

腹
式
呼
吸
を
朝
、
夕
に
。 

⑤ 

脂
肪
分
は
な
る
べ
く
控
え
る
。 

⑥ 

便
秘
薬
は
ゆ
っ
く
り
減
ら
す
こ
と
。 

⑦ 

起
床
時
に
、
水
を
コ
ッ
プ
三
杯
飲
む
。 

⑧ 

ス
ト
レ
ス
を
か
け
な
い
様
に
す
る
。 

   

平
成
八
年 

年
賀 

食
に
よ
り
運
命
が
変
わ
る
！ 

｢

一
生
涯
の
吉
凶
こ
と
ご
と
く
食
よ
り
起
こ
る
。
恐
る

べ
き
は
食
な
り｣

江
戸
時
代
の
観
相
家
水
野
南
北
の
言

葉
で
す
。
た
と
え
人
相
は
吉
運
に
恵
ま
れ
て
も
、
暴
飲

暴
食
す
る
人
の
人
生
は
き
わ
め
て
不
安
定
で
あ
る
と
諭

し
ま
し
た
。
ま
た
従
来
の
宿
命
論
を
打
破
し
運
命
は
自

ら
作
れ
る
と
主
張
し
、
人
々
に
生
き
る
勇
気
と
希
望
を

与
え
ま
し
た
。
食
事
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
心
の
姿
勢

は
も
っ
と
大
き
く
運
命
を
左
右
す
る
で
し
ょ
う
。
い
つ

も
明
る
く
朗
ら
か
な
心
を
保
ち
た
い
も
の
で
す
。 

    

平
成
十
四
年 

年
賀    

｢

一
無
・
二
少
・
三
多｣

の
生
活 

病
気
の
予
防
と
健
康
作
り
、
健
康
増
進
を
目
指
す
上

で
、
是
非
実
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
生
活
法
で
す
。 

｢

一
無｣

と
は
、
ガ
ン
や
心
臓
病
の
も
と
に
な
る
喫
煙
習

慣
を
無
く
す
。 

｢

二
少｣

は
、
少
食
と
ア
ル
コ
ー
ル
の
少
飲
を
。 

｢

三
多｣

は
、
運
動
不
足
に
な
ら
な
い
為
の
多
動
、
休
息

を
十
分
と
い
う
意
味
の
多
休
、
そ
し
て
ス
ト
レ

ス
の
解
消
を
す
べ
く
、
多
く
の
人
・
事
・
物
に

接
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
考
慮
し
て
の
多
接

の
す
す
め
で
す
。 

『
一
口
健
康
メ
モ
』＆
『
現
代
の
養
生
訓
』の
紹
介 

② 
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十
一
月
三
〇
日
（
金
）
ま
だ
紅
葉
が
残
る
秋
晴
れ
の
日
、

勿
来
ユ
ニ
ッ
ト
入
居
者
様
八
名
と
共
に
、
中
央
台
に
あ
る
「
暮

ら
し
の
伝
承
郷
」
へ
出
掛
け
ま
し
た
。
丁
度
、
幼
稚
園
児
の

餅
つ
き
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
ち
び
っ
こ
の
元
気
な
餅
つ
き

を
見
学
出
来
ま
し
た
。
伝
承
郷
の
中
に
は
５
軒
の
古
民
家
が

あ
り
、
多
く
の
家
財
道
具
が
そ
の
ま
ま
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

納
屋
に
は
、
古
び
た
農
機
具
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
馬
屋
や

井
戸
な
ど
懐
か
し
い
物
ば
か
り
で
、
皆
様
、
懐
か
し
い
と
色
々

教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

                  

                    

十
一
月
二
三
日
（
金
）
四
倉
ユ
ニ
ッ
ト
入
居
者
六
様
名
と
小

玉
ダ
ム
に
紅
葉
狩
り
に
出
掛
け
ま
し
た
。
施
設
か
ら
約
一
時

間
掛
け
小
玉
ダ
ム
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
す
で
に
時
期
が
遅

く
、
赤
や
黄
色
の
紅
葉
も
斑
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
気

温
も
低
く
車
外
に
出
る
事
も
出
来
ず
、
今
回
の
紅
葉
狩
り
は
、

ど
ち
ら
か
と
言
う
と
ド
ラ
イ
ブ
と
成
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

入
居
者
様
も
凄
く
残
念
そ
う
で
し
た
。
来
年
は
も
っ
と
早
く

出
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  
 

十
二
月
四
日
（
火
）
午
前
十
時
～ 

 

 
 

「
豊
間
幼
稚
園
お
遊
戯
」 

十
二
月
七
日
（
金
）
午
後
一
時
三
〇
分
～ 

 
 
 

四
倉
ユ
ニ
ッ
ト
「
ド
ラ
イ
ブ
」
暮
ら
し
の
伝
承
郷 

十
二
月
十
五
日
（
土
）
午
後
一
二
時
～ 

 
 

四
倉
ユ
ニ
ッ
ト
「
忘
年
会
」 

十
二
月
二
〇
日
（
木
）
午
前
一
０
時
～ 

 
 

「
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
」
キ
ャ
プ
テ
ン
船
水 

十
二
月
二
三
日
（
日
）
午
前
一
０
時
～
・
午
後
二
時
～ 

 
 

全
ユ
ニ
ッ
ト
「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」 

 

【
十
二
月
の
お
誕
生
会
予
定
】 

十
二
月
十
四
日
（
金
）
午
前
十
時
～ 

 
 

永
崎 

鈴
木
ト
ミ
ヨ
様
（
八
六
歳
）
誕
生
会 

十
二
月
十
六
日
（
日
）
午
前
十
時
～ 

 
 

薄
磯 

宇
田 

恒
雄
様
（
八
五
歳
）
誕
生
会 

十
二
月
二
十
日
（
木
）
午
前
一
〇
時
～ 

 
 
 

永
崎 

菊
地 

キ
ヨ
様
（
八
六
歳
）
誕
生
会 

十
二
月
二
十
日
（
木
）
午
後
二
時
三
〇
分
～ 

 
 
 

四
倉 

吉
田
ミ
ツ
子
様
（
八
三
歳
）
誕
生
会 

        

「
暮
ら
し
の
伝
承
郷
」
勿
来
ユ
ニ
ッ
ト 

編
集
後
記 

『
望 

洋 

荘
』
便
り 

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市 平

豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

 
 

 
 

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

 
 
 
 
 

 
 

介
護
老
人
福
祉
施
設 

望
洋
荘 

電 

話 
 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
３
７
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
２
５
５ 

十
二
月
の
行
事
予
定 

「
紅
葉
狩
り
小
玉
ダ
ム
」
四
倉
ユ
ニ
ッ
ト 


